
善行青少年表彰

大きなピザ作り

みんなで協力してテントを設営

KWCS事業のぶどう狩り
発表に向けて練習に励む子どもたち

「社会を明るくする運動」パレード

地域の環境浄化活動

　青少年育成結城市民会議の活動は、関係団体と連携を
図りながら、青少年との日常的なふれあいの中で地域の
連帯感を育て、青少年健全育成地域活動等の促進、健全
な家庭づくりに向けた支援等の諸活動に取り組んでい
る。
　中でも、親子や地域の人々がふれあえる場所や機会の
提供として、各支部において、地域の特性を生かした三
世代交流事業を実施している。それぞれ個性ある事業に
取り組み、市内小学校９校を介して家族や地域の方が交
流を深めることができた。
　また、関係団体および学校や地域と協力して「子ども
の安全は地域で守る」ための防犯活動にも力を入れてい
る。児童・生徒を事件や事故から守るため「子どもを守
る家」の設置活動を推進するとともに、地域での工夫を
凝らした防犯パトロールの実施、各小学校では、警察の
協力を得ながら「不審者対応模擬訓練」を実施している。
　秋には、まつり結城のイベントとして、結城市建設協
同組合の協力を得て、「親子木工教室」を開催している。
大工さんの指導を受けながら、本立てを製作し、親子で
協力して物をつくる喜びを体験し大変好評を得ている。
　毎年2月には「青少年の豊かな心を育む大会」を開催
している。平成23年度は善行青少年56件、青少年健全

育成功労者3名に表彰状や感謝状の贈呈、市内代表3校の
家庭教育学級生による活動発表、中学生6名による少年
の主張発表を行った。

　講演では、元土浦日大高校校長程塚洋先生に「子ども
たちに　夢と希望と　生きる力を！」と題して講話をい
ただいた。大会終了後のアンケートでは、「豊富な事例
から、心に残る良いお話でした。もう一度子育てを考え
させられました。」という声がたくさんあった。
　今後も、関係機関と連携を密にし、家庭、学校、地域
社会が一体となって青少年の健全育成に積極的に取り組
んでいきたい。

子どもの安全は地域で守る
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　青少年育成行方市民会議では、平成23年度県民会議か
らの補助事業であった「青少年育成活動支援モデル事業」
を継続し、市民会議と子ども会育成会の共催で高校生会
の協力のもと、8月18・19日に白浜少年自然の家におい
て1泊2日の「はじめてのキャンプin白浜2012」を実施
した。市内各小学校の4～ 6年生30名、高校生会13名、
子ども会育成会13名、生涯学習課10名が参加し、有意
義な体験活動をすることができた。
　1日目のピザ作りでは、グループ結成後初の共同作業
にもかかわらず、高校生リーダーを中心にグループで役
割分担をし、１枚の大きなピザを焼き上げることができ
た。グループごとに具の切り方などを工夫し、それぞれ
特色あるピザとなった。
　テント設営
は初めて経験
する子どもが
ほとんどで苦
戦していた
が、一人では
決してできな
いものであ
り、この活動
を通して協力

することの大切さを学んだ子も多かった。
　キャンプファイヤーは、第1部の点火の式、第3部の消
火の式では、各グループから選ばれた子どもたちが先導
者・火守り・献詩者などの役割をしっかりとこなし、厳
粛に行うことができた。そして、第2部のレクリエーショ
ンでは、高校生会が中心になって、場を盛り上げるゲー
ムや各グループのスタンツを行った。スタンツは、事前

に高校生が選んだ
5曲の中からグ
ループごとに1曲
を選択し、振り付
けを考えてダンス
を踊ることとし
た。どのグループ
も一致団結して一
生懸命に踊る姿が
見られた。

　2日目の創作活動では、ペーパークラフトによるペン
立て作りを行った。手先を使う細かい作業に投げ出しそ
うになる子も見られたが、真剣に取り組み、思い出に残
る作品を仕上げることができた。
　昨年に比べ高校生がリーダーとしての役割を果たして
自主的に活動することができていた。子どもたちも初め
ての体験をしたり、新しい友達をつくることができたり
と、大変有意義な2日間を過ごせたようだ。

はじめてのキャンプin白浜2012
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　青少年育成かすみがうら市民会議では、市内小・中学
校の親子を対象としたＫＷＣＳ（かすみがうら市ウィー
クエンド・コミュニティー・スクール）事業を年４回開
催している。当事業は、市内に住む学校、学年を異にす
る児童・生徒を週末一堂に集め、心豊かな人間性と郷土
を愛する心を育むことを目的に、学校や家庭など、日常
生活では経験でき
ないような体験学
習を関係機関、団
体、組織が一体と
なって実施してい
る。昨年度は親子
でブルーベリー狩
り、巨峰狩り、絵
手紙作り、巨大恵
方巻き作りを実施した。
　また、市ＰＴＡ連絡協議会と合同開催している「青少
年育成を考えるつどい」において、中学生の主張発表大

会を行っている。青少年が生活の中で感じたことや考え
ていることを育成者の前で発表することにより、青少年
の心の成長や育成者の青少年健全育成に対する関心・意
欲の向上に努めている。
　青少年心身健全育成事業として実施している「ジュニ
ア和太鼓教室」は、市内小・中学生を対象としている。
教 室 は6回（8
月～ 10月の間、
月2回）実施し
ていて、指導は
市内で活動して
いる団体「かす
みがうら市あゆ
み太鼓」に依頼
し、参加してい
る児童、生徒は
11月に行われる市主催の「かすみがうら祭」での発表会
に向けて熱心に練習している。
　今後も、地域との連携を図りながら、さまざまな活動
を通して青少年の健全育成に取り組んでいきたい。

青少年にさまざまな体験を
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～健全育成市民の集いを通して～
　かけがえのない社会の一員である青少年が、心身とも
に健やかに成長することは市民すべての願いである。特
に最近、青少年を取り巻く社会環境の中にはその健やか
な成長を阻害するものも多く、年々その状況は危うい傾
向にある。そこで、わたしたち市民の会では、青少年の
健全な育成を図るために、「社会を明るくする運動」「国
連麻薬乱用撲滅運動」「社会環境浄化活動」と連動して
有害広告物の除去および社会環境の点検を行い、青少年
の健全育成に対する共通理解と認識を深めるとともに、
青少年を取り巻く有害環境の浄化活動を展開している。
　この活動は、青少年の健全育成に係る市の31団体、学
校、警察が参加し、今年度で18回目を迎えた。街頭パレー
ドによる啓発活動のため、地域住民も多数沿道に参加し、
より一層の啓発効
果が上がってい
る。この活動には、
市当局から市長、
議長をはじめ多く
の参加が、そして、
警察署からも署長
をはじめ多くの署
員の協力がある。
　この活動のねら
いは大きく二つあり、その一つは、「社会を明るくする
運動」で、薬物乱用防止キャンペーンと青少年を犯罪や
非行から守ろうというキャンペーンである。これらには、

薬物乱用防止日立地区協議会と連携し、パレード用のの
ぼり旗やたすき、配布用のリーフレットなどの提供を受
けたり、地域の保護司会では、青少年の健全育成のため
の啓発資料の配布などを行ない、市民に運動の啓発を
図った。
　しかし、この活動にも課題がないわけでない。雨天時
には、街頭パレードが行えず薬物乱用防止指導員からの
講話があるものの活動効果も薄れがちになってしまうこ
とや、昨今の交通
事情もあり、多く
の人数による街頭
パレードのため交
通事故防止は大き
な課題である。
　また、もう一つ
のねらいは、「地
域の環境浄化活
動」である。パレード終了後、地域にもどり有害広告物
の除去及び地域環境の点検を行い、地域環境の整備を行
なっている。
　この活動は、小学校支部単位で行い、地域のさまざま
な人たちが活動に参加し、地域の環境は自分たちの手で
守っていこうとする主体的な活動である。昨今、有害広
告物などは、ほとんど見られなくなった反面、危険箇所
の出現、ゴミ、空き缶等の散乱などが見られることであ
る。この活動には多くの地域の方がたの参加が有効と考
え、期日や方法など各支部の主体的な活動に任せている。
　このようにして、会の活動が地域の人たちに目に見え
るもの、自分たちのものとなるように進めている。

地域の子どもは地域で守る
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豊かな心を育む大会
会場に展示した、三
世代交流事業の報告
書
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